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会員・寄付募集中︕ 年会費＝正会員 A:10,000 円（総会議決権あり）・準会員 B:2,000 円・法人 10,000 円 

 （ゆうちょ銀⾏口座︓００２６０-１-９７３０７ 名義 ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム） 

第 18 回 安房・平和のための美術展 

 

8 月 20 日（土）～ 8 月 28 日（日） 

会場：とみうら枇杷倶楽部ギャラリー 

     （南房総市富浦町青木 123-1） 

安房ゆかりの美術家たちが、「平和のために

なにができるだろう」と 2005 年に始め、ＮＰＯも

協力してきました。 出品して参加、観て参加、

チャリティーで参加する美術展です。ウガンダ

支援交流の活動記録も展示します。 
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2004 年に NPO 法人を発足し、翌 05 年 7 月に創刊した会報「NPO フォーラムだより」は、今回 100 号と

なりました。息⻑く続けられたのも、会員の皆様のおかげと感謝しております。また新型コロナウイルスの

感染者数がやや下火になり、ガイド活動も復活の兆しを見せています。この機に、67 回続いていた「知恵袋

講座」を６年ぶりに再開することしました。これは、知識や経験豊富な NPO メンバーが講師となって、楽

しく学び語り合う茶話会です。開催日は、ガイド予約が入りにくい赤山地下壕の休壕日（点検）＝第３火曜

日＝を基本としますが、平日で参加しにくい会員には、なるべく限定公開 YouTube などで後日視聴できるよ

うご希望に応えたいと思います。なお 6 月 21 日の活動報告交流会を第 68 回知恵袋講座として、次回は第 69

回、8 月は休会とします。準備の都合上、出席はあらかじめご連絡いただけると助かります。 

      TEL：池田 090-6479-3498・粕谷 090-3218-3479 

＊好評につき 5 年ぶりに復活！ 

◆ 第 69 回 知恵袋講座  

語り手：上田敦子さん 

テーマ「紛争が起きても戦争にしない 

 〜 AALA 活動と ASEAN ツアーから学ぶ」 

日時：2022 年 7 月 19 日（火）13:30〜15:30 

会場：菜の花ホール ２Ｆ（館山市北条 1735） 

参加費（資料,茶菓子代）：会員 200 円、非会員 500 円 

 

           安房南高校 旧第一校舎 （千葉県指定有形文化財） 

 

 

 

                                                    

 

 

 

  

旧 安房南高校 木造校舎 草刈り・掃除 
【安房高等女学校木造校舎を愛する会】 

7 月 9 日（土）・30 日 （土） 8：30～10：00 

※雨天時は翌日（日）に順延 （館山市北条 611） 

ＮＰＯが千葉県の委託により開催する一般公開

（見学会）は、台風・コロナ禍で３年間中止でした

が、今秋の再開を目ざし、文化財校舎の環境整備

をおこないます。刈払機のほか、草刈鎌や軽トラの

持ち込みも大歓迎！ご協力をお願いいたします。 

【プロフィール】 

NPO 法人安房文化遺産フォーラム理事。千葉県

AALA 事務局長。 AALA とは 「アジア・アフリカ・ 

ラテンアメリカ連帯委員会」の略称で、核兵器や

軍事同盟をなくし、平和のためにすべての国が 

平等に参加できるよう、非同盟諸国と連帯し運動

を進める団体。2014 年に ASEAN（東南アジア諸

国連合)スタディツアーに参加。岐阜県生まれ、元

小学校教員。2015 年に鎌ケ谷から館山へ移住。 

当面のツアーガイドスケジュール 

 ※ サポートスタッフも募集中！ 詳しくは事務局まで。 

7 月 14 日（木）10:30〜11:20 都庁退連合 27 名：赤山 

7 月 14 日（木）10:30〜16:30 ABC 企画委員会 17 名 

座学,赤山,掩体壕,震洋基地,かにた村 

8 月 4 日（木）11:00〜12:20 生活クラブ 20 名：座学,赤山 

8 月 7 日（日）9:30〜12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

9 月 2 日（金）8:30〜16:30 帝京大学+浜松学院大学 20 名 

座学,赤山,安房南,大巌院,布良崎神社 

9 月 4 日（日）9:30〜12:00 赤山地下壕ガイドサービス 



＊ 
 

 ウガンダではコロナ禍の休校が２年にわたり、世

界で最も長く影響を受けています。2013 年から活

動のバトンを引き継ぎ 10 年目となる安房西高校

JRC（日本赤十字）部は、6 月２５・２６日に校内文

化祭でウガンダ支援バザーを実施しました。 ウガ

ンダを紹介する展示をはじめ、 健康にやさしい

無農薬のウガンダコーヒーや、支援先の NGO ウ

ガンダ意識向上協会（CUFI）で作られたハンドメ

イドのエプロンやバッグなどを販売しました。 

＜予告＞  １０月には、安房地域の喫茶店や販売店  

など約２５店舗の連携により、ウガンダコーヒー月間キャ

ンペーンを展開します。協賛店舗を募集中！ 

 

 

＊ 

 

６月２１日、会場に 32 名＋オンライン参加５名で開催しました。コロナ禍でなかなか会えなかったメンバーが一堂に

会し、NPO 活動への理解を深め、久しぶりの方も初対面の方も和気あいあいと親睦を図りました。 

＜報告内容＞ 

・韓国 TV に取材されたガイド風景の紹介番組 

  「屋根のない博物館～館山まるごと博物館の取り組み」 

https://awa-ecom.jp/bunka-isan/?s=OBS 

・房総アワビ移民の古文書調査 

https://awa-ecom.jp/awabi/839/   

・台風～コロナ禍の活動状況 

  https://www.youtube.com/watch?v=BxplR5WTlJ4&t=134s 

 

 

＊ 

 

民有地（福祉施設）内に残るＡ級（近代史を理解する上で重要な史跡）の戦跡

であり、当 NPO が特別に許可を得て、壕内の照明をつけるなどの管理や、平和学

習団体のガイドをしています。2018 年秋、壕入口の上部壁面が崩壊し、土砂の除

去・整備をおこないました。 2019 年の巨大台風では、施設全体が大きな被害に遭

ったものの、戦跡は無事でした。しかし、その後２年にわたるコロナ禍では、ガイド活動がほぼ皆無となりました。 

最近になり感染者数の減少に伴い、ガイドに備えて壕内の視察確認をしたところ、内部に小動物の糞が散見されま

した。旧海軍砲台山の跡地を払い下げた丘陵の森であり、当該施設や赤山地下壕周辺にもイノシシが出没するように

なっています。人間の出入りが少ない間に、イノシシが棲みついたのであれば、壕内での遭遇や衛生面などの危険を

配慮し、しばらくは見学を控えたいと考えています。 

【参考】  戦後 75 年に、東京新聞が特集記事を掲載し、紹介動画あります。    ⇒ 右頁のQR で YouTube をご覧ください。 

                                    ※東京新聞 WEB からも⾒られます。 https://www.tokyo-np.co.jp/article/45555   

REPORT＊安房西高校 JRC 部のウガンダ支援バザー 

REPORT＊安房文化遺産フォーラムの活動報告交流会 

REPORT＊戦争遺跡の保存状況 ～「128 高地」地下壕 



  



 

 
  ※東京新聞 WEBからも⾒られます。 https://www.tokyo-np.co.jp/article/180703 

 

 

 

◆高い加工技術でアワビ食文化を伝える 

◆ちぎれた⼿紙を復元 ◆先に入植した日本人が渡米促す 

東京新聞 WEBからも⾒られます。    

 

 

 

第 25 回 戦争遺跡保存全国シンポジウム広島大会   

主催：戦争遺跡保存全国ネットワーク 

【日程】 2022 年 8 月 20 ⽇〜22 日（土日月）  【会場】 広島市⻘少年センター 

【参加費】 １日：一般 1,000 円、学生・障がい者 500 円 

【全体会・講演会】  8/20（土） 

記念講演：原田浩 （平和記念資料館館⻑） 

「ヒロシマの願いを世界へ−平和⾏政の歩み」 

基調報告：菊池実 （戦争遺跡保存全国ネットワーク運営委員） 

地域報告①：藤野次史 （広島大学名誉教授） 

地域報告②：多賀俊介 （廣島・ヒロシマ・広島を歩いて考える会） 

【現地見学会】  8/22（月）  

Ａ：旧被爆支廠と広島城周辺軍都遺跡を巡るコース 

Ｂ：呉旧海軍地下工場等をめぐるコース 

Ｃ：太田川上流の朝鮮人労働、強制連行中国人労働により建設されたダムと碑をめぐるコース 

Ｄ：平和記念公園と周辺の被爆遺跡・碑をめぐるコース  https://awa-ecom.jp/bunka-isan/section/network-60-25/ 

【分科会】  8/21（日）  

・第１分科会「保存運動の現状と課題」 

・第２分科会「調査の方法と整備技術」 

・第３分科会「平和博物館と次世代への継承」 

 

 

※ チラシ・詳細は HP より ⇒ 

  NPO が参加費を補助します。 

⽶国のアワビステーキに影響︖ 南房総から明治期に渡⽶の漁師兄弟 

 旧宅ふすまから⼤量の史料発⾒ 

東京新聞 2022.6.1 付  


